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伐
出
さ
れ
た
木
は
ど
こ
へ
行
っ

て
、
ど
う
な
る
の
か
。
一
日
目
の

見
学
は
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合

会
の
伊
那
木
材
セ
ン
タ
ー
と
有
賀

建
具
店
さ
ん
に
お
邪
魔
し
て
い
ろ

い
ろ
な
お
話
を
お
聞
き
し
て
き
ま

し
た
。

　
午
前
中
は
、
山
小
屋
で
早
川
講

師
か
ら
木
材
セ
ン
タ
ー
の
い
ろ
い

ろ
や
こ
こ
一
年
間
の
樹
種
別
の
平

均
価
格
な
ど
の
情
報
を
教
え
て
も

ら
っ
て
か
ら
長
野
県
森
林
組
合
連

合
会
の
伊
那
木
材
セ
ン
タ
ー
へ
。

こ
こ
は
県
森
連
の
木
材
セ
ン
タ
ー

の
ひ
と
つ
で
年
間
十
九
回
の
入
札

市
売
り
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
最

ら
っ
と
並
ん
だ
ア
ー
ム
チ
ェ
ア
や

六
十
四
種
の
薬
箱
、
い
ろ
い
ろ
ド

ア
、
文
庫
本
型
の
板
見
本
に
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
型
に
重
ね
ら
れ
る
ト
レ

イ･･･

。
長
年
の
木
と
の
付
き
合

い
か
ら
体
得
さ
れ
た
木
の
性
質
や

特
徴
な
ど
に
つ
い
て
、
見
本
を
手

に
と
り
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
と
お
話

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ど
ん

な
材
で
も
使
え
る
と
思
い
、
丸
太

の
良
い
所
を
見
て
板
に
挽
く
。
桟

に
積
ん
で
雨
と
風
に
あ
て
な
が
ら

数
年
待
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
家
具

へ
。
リ
ビ
ン
グ
に
ダ
イ
ニ
ン
グ
に

気
に
入
っ
た
材
や
形
の
一
品
を
注

文
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
二
日
目
は
、
保
科
先
生
の
枝
打

ち
。
午
前
中
は
ぶ
り
縄
作
り
と
木

近
は
少
し
材
価
が
上
向
き
だ
そ
う

で
す
が
、
そ
れ
で
も
平
均
単
価
は

十
年
前
の
約
半
分
程
。
造
材
は
直

材
で
、
枝
払
い
は
平
滑
に
、
採
材

は
市
況
を
見
な
が
ら
径
級
に
合
わ

せ
て
。
ど
う
い
う
ふ
う
に
造
材
す

れ
ば
よ
い
か
解
か
ら
な
い
と
き

は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
大
芝
高
原
で
昼
食
を
と
っ
た
午

後
は
、
有
賀
建
具
店
さ
ん
。
ず

登
り
練
習
。
ま
ず
は

ロ
ー
プ
の
端
末
の
ア

イ
加
工
。
ロ
ー
プ
は

端
に
輪
が
あ
る
と
何

か
と
便
利
で
す
。
そ

し
て
こ
れ
に
手
木
を

通
し
て
、
ぶ
り
縄
の

出
来
上
が
り
。
小
屋

横
で
の
練
習
で
は
、

降
り
る
こ
と
か
ら
。

随
分
高
く
ま
で
上
っ

て
し
ま
っ
て
か
ら
で

は
大
変
な
の
で
。

　
午
後
は
、
富
県
の

ヒ
ノ
キ
林
に
移
動
し

て
実
際
に
枝
打
ち
。
枝
打
ち
は
目

的
を
明
確
に
し
て
か
ら
。
柱
材
生

産
の
た
め
な
の
か
、
柱
は
三
寸
五

分
な
の
か
、
四
寸
角
な
の
か
、
年

数
を
か
け
て
目
の
詰
ま
っ
た
柱
を

作
る
の
か
。
あ
る
い
は
死
節
の
出

な
い
大
径
材
を
作
り
た
い
の

か･･･

。
そ
し
て
、
付
加
価
値
を
上

げ
る
施
業
で
す
の
で
、
材
に
傷
を

残
さ
ず
、
適
期
の
間
伐
の
後
、
厳

冬
期
を
除
い
た
「
彼
岸
か
ら
彼
岸

ま
で
」
に
。
育
林
の
重
要
な
施
業

の
一
つ
を
量
よ
り
質
で
、
丁
寧
に

一
本
一
本
枝
を
打
ち
ま
し
た
。
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見
学

　
　
　
　
見
学

　
　
　
　
見
学

　
　
　
　
見
学

　
　
　
　
見
学

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

早
川
講
師
に
よ
る
森
林
組
合

や
県
森
連
に
つ
い
て
、伊
那
木

材
セ
ン
タ
ー
の
概
要
・
業
務
形

態
・
樹
種
別
平
均
価
格
推
移
・

入
札
手
順
、在
来
軸
組
み
木
造

建
築
の
木
構
造
に
つ
い
て
の

講
義
。

99999
時時時時時
5050505050
分分分分分

　
分
乗
し
て
、
伊
那
木
材
セ
ン

タ
ー
へ
向
か
う
。

1010101010
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
セ
ン
タ
ー
の
遠
山
さ
ん
か
ら
椪

を
見
な
が
ら
形
質
や
造
材
・
価

格
の
説
明
を
受
け
る
。径
級
に

よ
る
材
の
使
い
方
の
違
い
、造

材
の
方
法
や
良
し
悪
し
を
教

え
て
い
た
だ
く
。

1111111111
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
大
芝
高
原
へ
向
か
う
。

1212121212
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
大
芝
高
原
の
池
の
ほ
と
り
で
昼

食
。

1313131313
時時時時時
1515151515
分分分分分

　　　　　
有
賀
建
具
店
さ
ん
へ
。
業
務
内

造材の仕方で

先端に輪を作る

どんな材でも
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容
や
主
な
製
品
の
紹
介
を
受

け
、奥
様
お
手
製
の
ケ
ー
キ
と

珈
琲
を
頂
く
。続
い
て
様
々
な

材
に
つ
い
て
見
本
を
見
な
が

ら
用
途
な
ど
の
説
明
を
し
て

い
た
だ
く
。「
使
え
な
い
木
は

な
い
」
と
い
う
心
強
い
お
話
。

木
材
市
場
は
も
ち
ろ
ん
チ
ッ

プ
工
場
や
建
設
現
場
に
お
も

し
ろ
い
木
が
あ
る
そ
う
で
す
。

1616161616
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
端
材
を
い
た
だ
い
た
後
、
小
屋

へ
。

1616161616
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
講
師
総
括
。
終
了
、
解
散
。

1010101010
月月月月月
1313131313
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　
　
　
　
枝
打
ち

　
　
　
　
枝
打
ち

　
　
　
　
枝
打
ち

　
　
　
　
枝
打
ち

　
　
　
　
枝
打
ち

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
の
後
、保
科
先
生
か

ら
五
十
年
に
及
ぶ
山
と
の
か

か
わ
り
や
枝
打
ち
の
意
義
・
目

的
・
方
法
、
育
林
の
考
え
方
を

講
義
し
て
い
た
だ
く
。
ま
た
、

枝
打
ち
の
状
態
が
わ
か
る
輪

切
り
見
本
を
見
せ
て
い
た
だ

く
。

99999
時時時時時
1010101010
分分分分分

　　　　　
班
分
け
の
後
、
ぶ
り
縄
づ
く

り
。15
ｍ
に
切
断
し
た
麻
縄
の

両
端
に
ア
イ
を
作
る
。口
差
し

と
編
み
込
み
は
別
工
程
。本
線

を
左
手
に
持
ち
、解
い
た
先
端

は
右
手
に
持
っ
て
輪
を
描
く
。

真
ん
中
の
一
本
、
そ
の
右
、
左

と
口
差
し
。三
本
が
そ
れ
ぞ
れ

違
う
方
へ
出
て
い
れ
ば
大
丈

夫
。編
み
込
み
は
一
越
し
一
差

し
。ア
イ
が
出
来
た
ら
手
木
を

セ
ッ
ト
。

1010101010
時時時時時
3030303030
分分分分分

　　　　　
小
屋
横
の
建
石
さ
ん
の
ヒ
ノ
キ

林
で
、
ぶ
り
縄
木
登
り
練
習
。

安
全
帯
を
装
着
し
、ぶ
り
縄
で

登
っ
て
み
る
。降
り
る
時
は
両

足
と
両
手
で
木
を
抱
え
て
。一

段
登
っ
て
は
降
り
る
練
習
を

繰
り
返
し
、二
段
目
以
上
に
挑

戦
。

1212121212
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
昼
食
。
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
な
の
で

公
園
の
芝
生
の
上
で
。

1313131313
時時時時時

　
分
乗
し
て
富
県
の
高
烏
谷
山
麓

の
現
場
へ
。

1414141414
時時時時時

　
駐
車
場
で
保
科
先
生
愛
用
の
鉈

な
ど
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
、鬱

蒼
と
し
た
ヒ
ノ
キ
林
へ
。先
生

の
枝
打
ち
実
演
の
後
、各
々
保

残
木
候
補
を
選
ん
で
枝
打
ち
。

ぶ
り
縄
だ
け
で
な
く
ワ
ン

タ
ッ
チ
ラ
ダ
ー
や
あ
ぶ
み
な

ど
の
道
具
も
使
っ
て
み
ま
し

た
。
量
よ
り
質
、
丁
寧
に
。
重

い
枝
は
二
段
階
に
打
ち
ま

し
ょ
う
。

1616161616
時時時時時

　
作
業
終
了
。
保
科
先
生
挨
拶
。

1616161616
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
小
屋
へ
戻
り
、
次
回
の
復
習
の

希
望
を
お
聞
き
し
て
、講
師
総

括
。
終
了
、
解
散
。
お
疲
れ
様

で
し
た
。

参
加
者
／
秋
田
さ
ん
、
今
井
（
杉
）

さ
ん
、神
田
さ
ん
、工
藤
さ
ん
、

小
渕
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、
田
村

さ
ん
、中
野
さ
ん
、平
野
さ
ん
、

水
野
さ
ん
、
川
越
さ
ん
、
園
田

さ
ん

講
師
／
保
科
先
生
、
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
川
島
、
藤
原
、
坂
野

身体の中心で決める

一本一本丁寧に
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告

　
専
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ス
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報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催
報
告

　
専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催
報
告

『
チ
ル
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
』

『
チ
ル
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
』

『
チ
ル
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
』

『
チ
ル
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
』

『
チ
ル
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
』

　
春
、
夏
、
秋
と
三
日
間
の
実
践

を
三
回
、
合
計
九
日
間
の
研
修
。

最
終
回
の
今
回
は
、
主
に
一
抱
え

以
上
の
林
縁
の
ア
カ
マ
ツ
や
傾
斜

地
で
の
樹
高
の
高
い
カ
ラ
マ
ツ
を

ロ
ー
プ
や
チ
ル
ホ
ー
ル
を
使
っ
て

牽
引
伐
倒
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
み

を
使
っ
た
伐
倒
で
は
困
難
な
状
態

の
木
、
バ
ー
の
届
か
な
い
よ
う
な

大
き
さ
の
木
へ
の
挑
戦
。
退
避
路

の
確
保
や
安
全
確
認
、
伐
倒
時
の

体
勢
と
い
っ
た
基
本
は
同
じ
で

も
、
チ
ル
ホ
ー
ル
等
の
設
置
で
の

滑
車
位
置
や
本
体
の
場
所
、
合
図

の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
追
い
口
の
伐
り

進
み
具
合
、
伐
倒
時
の
背
側
で
の

受
け
口
伐
り
や
追
い
口
伐
り･･･

と
い
っ
た
作
業
は
如
何
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　
万
全
な
装
備
と
周
到
な
準
備

で
、
退
避
路
は
必
ず
確
保
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
体
勢
で
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
伐
倒
に
入
る
。
そ

し
て
道
具
を
と
て
も
大
切
に
す

る
。
よ
く
手
入
れ
を
し
て
、
紛
失

し
な
い
よ
う
に
使
う
。
そ
ん
な
こ

と
が
当
た
り
前
に
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
実
践

の
機
会
を
つ
く
っ
て
経
験
を
重
ね

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催

専
門
コ
ー
ス
第
三
回
開
催

　　　　　
1010101010
月月月月月
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日日日日日
（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
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〜〜〜〜〜
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日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

一
日
目

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

日
程
説
明
に
続
き
、早
川
講
師

か
ら
作
業
時
の
注
意
事
項
等

の
説
明
。

99999
時時時時時

　
機
材
を
準
備
し
て
小
屋
の
隣
の

旧
日
影
区
有
林
の
現
場
へ
。

99999
時時時時時
1515151515
分分分分分

　
現
場
着
後
、
体
操
を
し
て
、
伐

倒
開
始
。
退
避
路
・
体
勢
・

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
水
平
や
受

け
口
・
つ
る
・
追
い
口
を
一
つ

一
つ
確
認
し
な
が
ら
伐
倒
を

進
め
る
。

1212121212
時時時時時
1010101010
分分分分分

          

小
屋
へ
戻
り
、
昼
食

1313131313
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
伐
倒
再
開
。
チ
ル
ホ
ー
ル
を

使
っ
た
ア
カ
マ
ツ
の
牽
引
伐

倒
や
矢
を
使
っ
た
伐
倒
を
行

う
。

1616161616
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
作
業
を
終
了
し
、
小
屋
へ
戻
っ

て
、
講
師
講
評
。
解
散
。

二
日
目

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

講
師
か
ら
ロ
ー
プ
や
チ
ル

ホ
ー
ル
で
の
牽
引
伐
倒
時
の

合
図
の
徹
底
の
お
願
い
。

99999
時時時時時

　
現
場
到
着
後
、
体
操
を
し
て
、

昨
日
午
後
に
引
き
続
き
チ
ル
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ホ
ー
ル
を
使
っ
た
牽
引
伐
倒

を
行
う
。方
向
や
滑
車
位
置
の

選
定
、機
材
設
置
の
一
通
り
を

各
自
で
や
っ
て
み
る
。

1212121212
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
林
縁
を
樹
木
散
策
し
た
後
、
小

屋
へ
戻
り
昼
食
。

1313131313
時時時時時
1010101010
分分分分分

　
伐
倒
再
開
。
林
縁
の
木
を
中
心

に
チ
ル
ホ
ー
ル
牽
引
伐
倒
。

ロ
ー
プ
で
の
牽
引
も
行
う
。造

材
・
枝
払
い
に
も
注
力
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
う
位
置

と
身
体
の
位
置
・
体
勢
。
垂
直

造
材
と
平
滑
な
枝
払
い
。

1515151515
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
作
業
を
終
了
し
、
小
屋
へ
。

1616161616
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
講
師
講
評
、
解
散
。

三
日
目

88888
時時時時時
4040404040
分分分分分

　
島
﨑
先
生
の
山
小
屋
に
集
合
。

講
師
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
の
強
度

や
架
線
集
材
に
つ
い
て
の
講

義
を
受
け
る
。

99999
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
横
山
の
傾
斜
地
現
場
に
て
、

ロ
ー
プ
に
よ
る
牽
引
伐
倒
開

始
。
退
避
路
の
確
保
、
立
ち
位

置
の
確
保
を
十
分
に
。追
い
口

は
一
気
に
伐
ら
ず
重
心
移
動

を
見
極
め
て
。
造
材
・
枝
払
い

は
傾
斜
上
方
か
ら
。

1111111111
時時時時時
3030303030
分分分分分

　
遠
く
に
南
ア
ル
プ
ス
と
八
ヶ

岳
、眼
下
に
ま
す
み
ヶ
丘
や
伊

那
市
街
地
、高
遠
方
面
の
景
色

を
眺
め
な
が
ら
昼
食
。

1313131313
時時時時時

　
伐
倒
再
開
。
樹
高
の
高
い
カ
ラ

マ
ツ
の
伐
倒
が
続
く
。な
る
べ

く
高
い
位
置
に
牽
引
ロ
ー
プ

を
取
り
付
け
る
。造
材
し
た
材

は
歩
道
を
避
け
て
保
残
木
に

寄
せ
、落
ち
な
い
よ
う
に
集
め

る
。

1515151515
時時時時時
5050505050
分分分分分

　
作
業
を
終
了
し
小
屋
へ
。

1616161616
時時時時時
2020202020
分分分分分

　
講
師
講
評
。
解
散
。
お
疲
れ
様

で
し
た
。

参
加
者
／
石
垣
さ
ん
、
小
倉
さ

ん
、
高
野
さ
ん

講
師
／
早
川
講
師

ス
タ
ッ
フ
／
坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

集
中
コ
ー
ス
秋
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1111111111
月月月月月
11111
日日日日日
（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

（
木
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　     

〜〜〜〜〜
1111111111
月月月月月
33333
日日日日日
（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

（
土
）

　　
Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
の
エ
キ
ス
を
集

め
た
三
日
間
で
す
。
樹
を
測
る
測

樹
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
た
伐

木
造
材
、
携
帯
型
の
ウ
ィ
ン
チ
を

使
っ
た
簡
単
な
集
材
ま
で
一
通
り

の
こ
と
を
や
っ
て
み
ま
す
。
あ
れ

こ
れ
盛
り
沢
山
に
な
り
ま
す
が
、

何
か
一
つ
で
も
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
初

日
1
日
（
木
）
の
夕
方
は
交
流
会

で
す
。

　
初
日
は
9
時
に
、
二
日
目
・
三

日
目
は
8
時
30
分
に
、
島
﨑
先
生

の
山
小
屋
に
集
合
で
す
。

梢に向かって

第
十
二

第
十
二

第
十
二

第
十
二

第
十
二
・・・・・
十
三
回
　

十
三
回
　

十
三
回
　

十
三
回
　

十
三
回
　

     

1212121212
月月月月月
77777
・・・・・
88888
日日日日日
（
金
（
金
（
金
（
金
（
金
・・・・・
土
）
土
）
土
）
土
）
土
）

　
　
炭
焼
き

　
　
炭
焼
き

　
　
炭
焼
き

　
　
炭
焼
き

　
　
炭
焼
き
・・・・・
き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

き
の
こ
菌
打
ち

　
　
復
習
　

　
　
復
習
　

　
　
復
習
　

　
　
復
習
　

　
　
復
習
　

　
一
日
目
は
、
移
動
式
炭
化
炉
を

使
っ
て
、
で
き
れ
ば
ド
ラ
ム
缶
で

も
炭
焼
き
を
し
て
み
ま
す
。
材
の

仕
込
み
、
火
入
れ
の
後
は
、
ナ
ラ

な
ど
の
原
木
に
シ
イ
タ
ケ
や
ナ
メ

コ
の
菌
打
ち
を
し
て
み
ま
す
。
ま

た
、
夕
方
か
ら
は
少
し
早
い
忘
年

会
。
可
能
な
方
は
、
小
屋
宿
泊
で

火
の
番
の
お
付
き
合
い
を
。
な

お
、
ご
希
望
の
方
は
、
ほ
だ
木
を

持
ち
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の

で
、
大
き
め
の
袋
や
紐
を
ご
持
参

下
さ
い
。

　
二
日
目
は
、
炭
出
し
の
後
、
復

習
で
す
。
保
科
先
生
の
山
林
見

学
・
伐
木
造
材
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
炭
出
し
時
は
マ
ス
ク
・
タ
オ

ル
な
ど
が
必
要
で
す
。
希
望
者
は

炭
を
お
持
ち
帰
り
頂
け
ま
す
の

で
、
米
袋
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
8
時
30
分
、
島
﨑
先
生
の
山

小
屋
に
集
合
で
す
。

　
こ
の
時
期
、
積
雪
や
凍
結
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
家
用

車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
が
必

要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
道

路
状
況
等
、
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

　
と
に
か
く
、
森
林
塾
に
行
く
日

が
待
ち
遠
し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。
単
純
に
、
山
に
入
れ
る
か
ら
、

い
っ
し
ょ
に
参
加
し
て
い
る
人
達

の
間
に
、
何
か
し
ら
共
通
の
想
い

が
あ
り
そ
う
で
、
そ
れ
が
安
心
出

来
て
居
心
地
が
い
い
か
ら
。
優
し

く
指
導
し
て
頂
け
る
か
ら
（
マ
イ

ペ
ー
ス
な
お
ば
は
ん
が
女
だ
て
ら

に
危
険
な
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
の

で
、
怪
我
を
し
な
い
様
に
丁
寧
に

と
い
う
事
で
、
錯
覚
し
て
は
い
け

な
い
の
で
す
が
、
主
人
は
こ
ん
な

に
優
し
く
な
い
の
で
、
や
っ
ぱ
り

嬉
し
い
）。
な
ど
、
楽
し
み
に
し
て

い
る
理
由
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

す
が
、
や
は
り
、
一
番
は
、
山
に

入
っ
て
、
道
具
を
使
っ
て
実
際
に

作
業
出
来
る
事
の
様
で
す
。

　
子
供
の
頃
、
今
は
も
う
天
然
の

田
ん
ぼ
ビ
オ
ト
ー
プ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
、
祖
母
・
父
・
母
が
作
る

山
の
田
ん
ぼ
で
、
働
く
大
人
達
の

そ
ば
で
遊
び
、
い
ろ
ん
な
小
さ
な

生
物
・
花
と
出
会
い
ま
し
た
。
暮

ら
し
の
中
で
は
、
祖
母
が
、
身
体

や
道
具
を
使
う
事
の
楽
し
さ
、
面

白
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
鉈

で
薪
を
割
り
な
が
ら
の
風
呂
焚

き
、
熾
き
を
使
っ
て
の
魚
焼
き
、

新
聞
紙
と
柴
で
火
を
お
こ
す
事
な

ど
。
夏
休
み
と
お
正
月
に
泊
ま
り

に
行
っ
た
、
母
の
里
の
和
知
に

は
、
茅
葺
き
の
家
の
中
に
、
昔
の

暮
ら
し
が
も
っ
と
凝
縮
さ
れ
て
存

在
し
、
猟
師
だ
っ
た
祖
父
の
姿
と

共
に
、
し
っ
か
り
と
私
の
心
に
刻

み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
様
で
す
。

結
婚
し
て
、
娘
た
ち
が
生
ま
れ
、

そ
の
泣
き
声
、
笑
い
声
を
愛
し
い

も
の
と
思
う
中
で
、
主
婦
・
母
親

と
し
て
の
生
活
が
始
ま
り
、
彼
女

ら
の
自
立
と
共
に
責
任
か
ら
少
し

解
放
さ
れ
た
時
、
田
舎
の
子
の
血

が
大
き
く
騒
ぎ
始
め
、
ほ
と
ん
ど

あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
自
分
自
身

の
願
い
を
、
も
し
か
し
た
ら
実
現

さ
せ
る
事
が
出
来
る
の
で
は
と
思

う
様
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
分
で
食
べ
る
も
の
は
自
分
で

作
り
、
な
る
べ
く
便
利
な
も
の
は

使
わ
ず
、
山
の
中
で
暮
ら
し
た

い
。
こ
れ
が
願
い
で
す
が
、
欲
張

り
に
も
、
母
を
看
た
い
と
い
う
も

う
一
つ
の
願
い
も
あ
り
、
今
す
ぐ

と
い
う
訳
に
は
ゆ
か
ず
、
今
出
来

る
事
を
す
る
と
い
う
事
で
、
森
林

塾
に
通
い
、
畑
も
し
、
現
金
収
入

が
必
要
な
羽
目
に
な
っ
た
時
の
た

め
に
介
護
の
仕
事
も
し
、
気
が
つ

い
た
ら
、
梅
干
の
土
用
干
し
を
コ

ロ
ッ
と
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。畑
は
、母
に
少
し
借
り
て
、無

肥
料
・
無
耕
転
・
無
除
草
を
試
み

て
い
た
の
で
す
が
、
堆
肥
も
作

り
、
草
も
野
菜
も
ス
ク
ス
ク
育
っ
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て
い
ま
す
。
ホ
ソ
エ
楓
の
花
は
緑

白
色
で
、
は
じ
め
は
上
向
き
に
咲

き
、
後
に
だ
ん
だ
ん
垂
れ
下
が
っ

て
き
ま
す
。
花
で
の
区
別
点
で

は
、
ウ
リ
ハ
ダ
楓
の
花
は
十
〜
十

五
個
付
け
、
花
序
は
五
〜
十
ｃ
ｍ

に
、
ホ
ソ
エ
楓
は
二
十
〜
五
十
個

の
花
を
付
け
、
花
序
は
十
ｃ
ｍ
に

な
り
ま
す
。

　
名
前
の
由
来
は
、
ウ
リ
ハ
ダ
楓

は
そ
の
名
の
ご
と
く
、
木
の
肌
が

マ
ク
ワ
ウ
リ
に
似
て
い
る
こ
と

に
、
ホ
ソ
エ
楓
も
名
の
ご
と
く
、

葉
柄
が
細
長
い
こ
と
か
ら
き
て
い

る
そ
う
で
す
。
因
み
に
ウ
リ
楓
と

い
う
樹
が
あ
り
、
こ
の
樹
の
樹
皮

も
マ
ク
ワ
ウ
リ
の
よ
う
な
模
様
で

す
。
で
き
れ
ば
、
こ
の
三
種
が
並

ん
で
い
る
所
を
見
て
み
た
い
も
の

で
す
。
葉
は
こ
の
二
種
と
は
容
易

に
見
分
け
や
す
い
で
す
が
、
三
裂

し
た
り
、
五
裂
し
た
り
、
分
裂
し

な
か
っ
た
り
と
、
な
か
な
か
の
忍

者
ぶ
り
で
す
。
花
も
観
察
す
る
機

会
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ

い
。
と
っ
て
も
か
わ
い
い
で
す

よ
。

　
ど
ち
ら
も
、
雌
雄
別
株
で
す

が
、
ま
れ
に
、
同
株
に
な
る
事
も

あ
り
、
前
年
に
は
雄
花
し
か
咲
い

て
な
か
っ
た
の
に
、
今
年
は
果
実

が
実
っ
て
い
た
、
な
ん
て
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。
楓
類
は
性
転
換

す
る
そ
う
で
す
。
び
っ
く
り
。
材

は
こ
け
し
や
、
玩
具
、
家
具
、
箸
、

細
工
物
、
経
木
等
に
利
用
さ
れ
ま

す
。
板
に
ひ
く
と
、
楓
は
と
て
も

味
の
あ
る
木
目
が
出
て
、
私
は
す

ご
く
好
き
で
す
。

　
そ
し
て
楓
は
何
と
言
っ
て
も
、

秋
の
紅
葉
で
す
よ
ね
。
ど
ち
ら
も

固
体
に
よ
り
、
紅
葉
す
る
も
の
と

黄
葉
す
る
も
の
が
あ
る
そ
う
で

す
。
い
ず
れ
も
美
し
く
、
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
、
楓
と
い
う
樹
は

非
常
に
興
味
の
あ
る
植
物
で
す
。

百
種
以
上
も
あ
り
、
同
じ
種
類
な

の
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
葉
の
形
が

あ
っ
て
、
す
ご
く
お
も
し
ろ
く
、

紅
葉
の
時
の
は
っ
と
す
る
ほ
ど
の

美
し
さ
は
、
ま
さ
に
、
錦
と
言
う

言
葉
が
当
て
は
ま
る
ほ
ど
す
ば
ら

し
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
鳶
」

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

◆
お
わ
り
に
◆

　　
そ
ろ
そ
ろ
山
の
樹
々
が
装
い
を

か
え
る
。
楽
し
み
な
秋
。

で
見
分
け
る
の
は
も
う
、
お
手
上

げ
と
言
う
く
ら
い
で
す
。
初
め
て

お
目
に
か
か
っ
た
時
は
、
こ
れ
っ

て
、
楓
な
ん
だ
〜
と
思
い
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
、
切
れ
込
み
の
な

い
葉
、
三
裂
す
る
葉
、
五
裂
す
る

葉
が
あ
り
、
縁
に
は
重
鋸
歯
、
扇

状
五
角
形
の
中
央
の
裂
片
は
広
三

角
形
で
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
有
り
様
も
こ
の
二
種
は
ほ
ん

と
に
良
く
に
て
い
ま
す
。
で
も

や
っ
ぱ
り
、
同
じ
じ
ゃ
な
い
よ
、

と
自
己
主
張
す
る
区
別
点
が
ふ
た

つ
あ
る
ん
で
す
よ
。

　
で
は
、
そ
の
違
い
で
す
が
、
ひ

と
つ
は
葉
柄
に
あ
り
ま
す
。
ウ
リ

ハ
ダ
楓
の
葉
柄
は
緑
色
で
ホ
ソ
エ

楓
の
葉
柄
は
赤
、
ふ
た
つ
目
は
、

ホ
ソ
エ
楓
の
葉
脈
に
は
水
か
き
状

の
膜
が
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
ふ

た
つ
の
区
別
点
は
、
葉
の
裏
を
観

察
す
る
と
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。

樹
皮
も
良
く
似
て
い
ま
す
。
ウ
リ

ハ
ダ
楓
、
ホ
ソ
エ
楓
の
若
木
の
樹

皮
は
暗
緑
色
で
黒
の
縦
縞
が
あ

り
、
た
く
さ
ん
の
木
々
の
中
で
も

目
立
ち
ま
す
。
並
ん
で
立
っ
て
い

る
と
、
ど
っ
ち
が
ど
っ
ち
？
と
悩

み
ま
す
が
、
こ
れ
に
も
、
区
別
す

る
目
印
が
あ
り
ま
す
。
ウ
リ
ハ
ダ

か
え
で
の
樹
皮
に
は
、
ひ
し
形
状

の
皮
目
が
あ
り
、
ホ
ソ
エ
楓
に
は

な
く
、
な
め
ら
か
で
す
。

　
こ
の
二
種
は
花
の
時
も
、
と
て

も
良
い
で
す
よ
。
ウ
リ
ハ
ダ
楓

は
、
五
月
頃
に
下
向
き
に
総
状
の

花
序
を
垂
ら
し
、
淡
い
緑
か
ら
黄

色
の
花
を
つ
け
、
春
の
風
に
ゆ
ら

ゆ
ら
と
吹
か
れ
て
涼
し
げ
に
咲
い
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◆

◆
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ム
◆

◆
樹
の
コ
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◆

◆
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ム
◆

◆
樹
の
コ
ラ
ム
◆
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と
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と
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と

　
ウ
リ
ハ
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と

　
ウ
リ
ハ
ダ
楓
と

　
　
　
　
　
ホ
ソ
エ
楓

　
　
　
　
　
ホ
ソ
エ
楓

　
　
　
　
　
ホ
ソ
エ
楓

　
　
　
　
　
ホ
ソ
エ
楓

　
　
　
　
　
ホ
ソ
エ
楓

　
ど
ち
ら
も
カ
エ
デ
科
カ
エ
デ

属
、
離
弁
花
の
落
葉
高
木
。
楓
科

の
葉
は
対
生
で
す
。
ウ
リ
ハ
ダ
楓

の
樹
高
は
八
〜
十
ｍ
に
な
り
、
胸

高
直
径
は
二
十
五
〜
三
十
ｃ
ｍ
、

ま
れ
に
、
樹
高
二
十
ｍ
・
直
径
七

十
ｃ
ｍ
に
達
す
る
も
の
も
あ
る
。

ホ
ソ
エ
楓
の
樹
高
は
十
〜
十
五

ｍ
、
胸
高
直
径
は
三
十
〜
四
十
ｃ

ｍ
、
大
き
い
も
の
は
樹
高
二
十

ｍ
・
直
径
七
十
ｃ
ｍ
程
に
な
り
ま

す
。

　
ウ
リ
ハ
ダ
楓
と
ホ
ソ
エ
楓
、
名

前
は
似
て
な
い
の
に
、
葉
も
樹
皮

も
ほ
ん
と
に
そ
っ
く
り
。
葉
の
形

て
、
手
応
え
を
感
じ
始
め
て
い
た

矢
先
、
神
奈
川
に
帰
っ
て
い
る
間

に
母
に
き
れ
い
バ
ッ
サ
リ
草
を
刈

ら
れ
て
し
ま
い
（
ひ
か
な
い
で
と

お
願
い
し
て
行
っ
た
ら
、
ひ
か
な

い
で
刈
り
ま
し
た
）、
負
け
て
な

る
も
の
か
と
新
聞
で
知
っ
て
い
た

「
田
舎
暮
ら
し
応
援
団
」
に
駆
け

込
ん
で
、
棚
田
の
小
さ
な
一
枚
を

借
り
、
堆
肥
を
作
り
始
め
て
い
ま

す
。

　
神
奈
川
と
丹
波
を
往
き
来
し
始

め
て
一
年
半
。
あ
れ
こ
れ
欲
張
り

す
ぎ
て
い
る
気
が
し
な
い
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
あ
と
一
年
半
こ
の

調
子
で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
三
年
や
っ
て
み
れ
ば
、
身
に

し
み
る
事
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、

わ
か
る
事
も
あ
り
、
少
し
落
ち
着

く
で
し
ょ
う
。
そ
の
先
の
事
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。
願
い
に
向
け
て
、

そ
の
時
出
来
る
事
を
し
て
生
き
き

る
、
こ
れ
が
も
し
か
し
た
ら
本
当

の
私
の
願
い
か
も
知
れ
な
い
？
い

や
い
や
、
や
っ
ぱ
り
、
山
の
中
で

暮
ら
し
た
い
。
三
年
で
い
い
か
ら

や
っ
て
み
た
い
。

鳩
吹
山
に
感
謝

鳩
吹
山
に
感
謝

鳩
吹
山
に
感
謝

鳩
吹
山
に
感
謝

鳩
吹
山
に
感
謝

　
ぜ
ん
ま
い
は
、
柔
ら
か
く
炒
り

煮
に
し
た
も
の
が
、
子
供
の
頃
よ

く
食
卓
に
上
り
ま
し
た
。
結
婚
し

て
か
ら
は
、
母
か
ら
、
干
し
た
も

の
が
他
の
野
菜
と
共
に
荷
物
で
送

ら
れ
て
き
、
自
分
で
も
あ
く
抜
き

を
覚
え
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
い
つ
の
間
に
か
荷
物
の
中

か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
小
学
生
の
頃
、
父
と
母
と

弟
と
四
人
で
、
ち
ょ
う
ど
五
月
の

連
休
あ
た
り
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
、
山
菜
採
り
に
出
掛
け
、
父
・

弟
・
私
が
日
当
た
り
の
良
い
原
っ

ぱ
で
わ
ら
び
採
り
に
夢
中
に
な
っ

て
い
る
と
、
母
が
山
の
急
な
斜
面

を
ど
ん
ど
ん
一
人
で
入
っ
て
行

き
、
し
ば
ら
く
経
つ
と
、
ふ
き
を

い
っ
ぱ
い
持
っ
て
姿
を
現
わ
し
、

自
分
も
い
っ
し
ょ
に
採
り
に
い
き

た
か
っ
た
の
に
と
う
ら
め
し
く

思
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ん

ま
い
は
あ
ま
り
見
つ
か
ら
ず
、
そ

れ
で
も
、
母
は
「
こ
れ
は
食
べ
ら

れ
へ
ん
、
こ
っ
ち
は
食
べ
ら
れ

る
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
す

が
、
残
念
な
が
ら

は
っ
き
り
区
別
出

来
な
い
ま
ま
、
そ

の
家
族
行
事
も
、

子
供
達
が
大
き
く

な
り
行
わ
れ
な
く

な
っ
た
様
で
す
。

今
回
、
大
事
に

持
っ
て
帰
っ
た
ほ

ん
の
わ
ず
か
の
ぜ

ん
ま
い
を
、「
こ
ん

な
ち
ょ
っ
と

か
ー
」と
言
い
つ
つ
も
、私
が「
教

え
て
」
と
言
う
と
、
急
に
生
き
生

き
と
し
て
、
裏
で
わ
ら
ぞ
う
り
用

に
と
っ
て
あ
っ
た
わ
ら
を
燃
や

し
、
念
願
だ
っ
た
あ
く
抜
き
を

や
っ
て
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
た

か
が
ぜ
ん
ま
い
の
あ
く
抜
き
で
す

が
、
私
に
と
っ
て
は
大
き
な
喜
び

を
鳩
吹
山
か
ら
頂
き
ま
し
た
。
イ

ワ
ガ
ラ
ミ
は
、
こ
れ
も
大
事
に

持
っ
て
帰
り
、
翌
朝
、
お
み
そ
汁

に
し
た
と
こ
ろ
（
も
ち
ろ
ん
そ
の

前
に
、
ち
ぎ
っ
て
、
き
ゅ
う
り
の

様
な
香
り
で
驚
か
せ
て
か
ら
）、

柔
ら
か
く
て
、
そ
の
美
味
し
さ

に
、
二
人
で
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
鳩
吹
山
と
森
林
塾
に
、
感
謝
。
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